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「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行令の一部を 

改正する政令（案）」に対する意見募集について 

（国内希少野生動植物種の追加等） 

 

１ 意見募集の状況 

（１） 意見提出者数 

意見提出方法 数 

郵送 １通 

電子メール ２通 

計 ３通 

 

（２） 整理した意見の総数 

・今回の改正政令案に係る意見３件 

・その他の意見１件 

 

２ 意見等の概要と意見に対する考え方について 

意見概要 件数 理由概要 頂いた意見に対する考え方 

【改正政令案に係る意見】 

１ ○○について、域外

保全を行い、絶滅し

た際には植え戻す

ようにすべき。 

※種の保存の観点

から種名は伏せて

おります。 

１ 絶滅のおそれが高いた

め。 

頂いた御意見は今後の施策の参考に

させていただきます。 

２ （アマクサミツバ

ツツジについて）特

定第一種国内希少

野生動植物種に指

定すべき。 

１ ・繁殖が容易であり、人

工繁殖個体が販売されて

いるため。 

・交雑防止のためには自

生地を生息地等保護区か

つ管理地区に指定するこ

とで植栽等を防ぐのが適

当。 

商業的に個体の繁殖をさせることが

できる種については特定第一種国内

希少野生動植物としての指定を検討

しますが、これにより必ず特定第一種

国内希少野生動植物種として指定さ

れるわけではありません。本種につい

ては、繁殖品の流通状況等も情報収集

した上、これも踏まえて有識者に意見

を伺い検討した結果、国内希少野生動

植物種としての指定が適当と判断し

ました。その他につきましては今後の
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施策の参考にさせていただきます。 

３ 今回指定した国内

希少野生動植物種

について問題の無

い範囲で指定の根

拠資料を示して欲

しい。 

１ ・指定に係る科学的根拠

が不明瞭。 

・個体数や生息地の減少

率は公開しても問題ない

と考えられる。 

令和２年度希少野生動植物種専門家

科学委員会の資料を御参照ください。 

なお、個体数や生息地面積の減少率

等、その種が絶滅のおそれがあると判

定された根拠については、レッドデー

タブック 2014またはレッドリスト

2017・2020の補遺資料を御参照くだ

さい。 

【その他の意見】 

１ 2020 年に 300 種指

定する目標につい

て、種数の根拠を示

して欲しい。数値目

標を立てるのでは

なく、種毎に指定解

除までの計画を立

てたうえで指定を

するべき。 

１ ・保護に係る計画や保護

区の指定を伴わず国内希

少野生動植物種の指定を

増やしていくこと、また

国内希少野生動植物種の

指定解除が少ないことは

問題。 

 

今回の施行令改正の対象種に関する

意見ではありませんが、御意見は今後

の施策の参考にさせていただきます。

なお、国内希少野生動植物種の指定に

ついては絶滅のおそれのある野生生

物種の保全戦略により、当面、2020

年までに 300 種を指定することを目

指し、候補種の選定について検討する

こととしています。この目標は施策進

捗の目安とするもので、実際の指定の

検討にあたっては、種ごとに、科学的

知見を踏まえ、専門家の意見も聴きな

がら適切に行ってまいります。 

 


